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11.1%，1 cm以下が6例 33.3%，1.1～2.0 cmが 7例
38.9%，2.1 cm以上が3例 16.7%であった．検出率を
みると，T0乳癌 2例はMMGでのみ検出可能であっ
たが，1 cm以下の検出率は，触診が6例中 3例 50%，
MMGが 1例 16.7%であった．1.1から 2.0 cmでは触
































































































の関係 :sensitivity 75%, specificity 89%, accuracy
 





















































































































































年であった．腫瘍径は第1癌 2.5 cmに対し，第2癌 2.9
 
cmとやや大きい傾向がみられた．浸潤度は浸潤癌が8
例，非浸潤癌は1例．病理組織型は 9 例中 8例が両側
とも異なった組織型であった．特に第2癌の組織型は















































































repeat amplification protocol (TRAP）法と呼ばれ
る，PCRを応用した解析法が用いられてきた．しかし，
反応液中に含まれるPCR inhibitorによる false-neg-
































た．超音波検査では内部均一な low echoic tumorで
























































































Bt＋Ax＋Ic＋Mn施行．EB, 2.6×2.5 cm, f, T2, n1
(level I 1/2,level II 6/6),M0,Stage IIB,papillotub-
lar carcinoma,R2．術後鎖骨上・腋窩領域に50 Gy照
射し，tamoxifen 20 mg/day・5-FU 200 mg/dayを経
口投与していたが，1999 年 9 月 CEA 15.9 ng/ml,
CA15-3 58 U/mlと上昇し，CTにて右肺転移と右胸
水を認めた．1999 年 11月よりMPA 800 mg/day及び
Docetaxel 30 mg/week 6週投与 2週休薬のプロト
コールで3クール施行した．この時点でCT上肺転移
病変と胸水は消失しCEA 15.9・CA15-3とも正常化し








































































































































ABCを施行したところClass IIIとなり 9 月 17日摘
出生検術施行．非浸潤性乳管癌（一部微小浸潤あり）の
診断を得，手術目的で 9 月 27日入院．同年10月 1日
手術を施行した．手術は腋窩乳房外縁切開にて入り左
























例，T3が 1例，T4が 2例であり，Tisの 1例を除けば
進行した状態で診断されていた．全例に乳房切除術と
リンパ節郭清が行われた．T4の 2例のうち，1例は 7
年 3ヶ月で乳癌死，1例が 1年 3ヶ月再発生存中であ





































































































































































る．TNM 病期で stage I 3例，stage II 2例，stage
 
IIIb 2例，stage IV 1例．このうち進行例2例は上肢
関節の固定により発見が遅れたものである．手術は














































また，CYP19 の exon2の SNPについてはvariant
 
alleleを homoあるいはheteroで持つ女性はそれ以
外の女性に比して乳癌に罹患しにくい（罹患リスク＝
0.55, P＜0.05）という結果を得た．更に，CYP19 の
intron 4に存在する tetranucleotide(TTTA)repeat
については，repeat数が 8以上のalleleを homoで持
つ女性はそれ以外の女性に比して乳癌罹患リスクが
1.7倍高い（P＝0.06）という結果を得た．
以上の如く，今後，遺伝子診断によって乳癌ハイリ
スクグループをより正確に同定することができれば，
本邦に於いてもchemopreventionが実施可能と思わ
れる．
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